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日本音楽教育学会 第31回大会(宮城教育大学）研究発表A-5

2000.10.14   12:00～12:30

京都教育大学 大学院　瀬　浩明

学校吹奏楽の発展に至る経過と課題学校吹奏楽の発展に至る経過と課題学校吹奏楽の発展に至る経過と課題学校吹奏楽の発展に至る経過と課題学校吹奏楽の発展に至る経過と課題

歴史的背景の分析から

0.研究の動機と目的

[動機]

平成14年度から施行される新しい中学校の学習指導要領には音楽科の目標

｢表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽を愛好する心情を育てるとともに，音楽に対す

る感性を豊かにし，音楽活動の基礎的な能力を伸ばし，豊かな情操を養う。」とある。

学校吹奏楽は音楽を媒介とする活動であるにも関わらず、なぜ学校音楽教育で目指すような

教育活動に成り難いのか、という疑問。

学校吹奏楽の教育活動が広く認められるようになった背景を明らかにし、学校吹奏楽の課題

とされる部分を導き出していきたい。

[目的]

1）中学校及び高等学校における筆者の実践経験を通して、学校吹奏楽活動の現状から考

察される新たな指導の視点を導き出す。

2）新たな指導の視点に基づいた教材開発を行い、それを重ねて実践した結果、新しい指

導の方法論を提示すること。
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1.吹奏楽の歴史的背景

　（1）　西洋音楽における吹奏楽の歴史的側面

　（2）　我が国における吹奏楽の歴史的側面

2.音楽科授業における器楽教育の現状

　（1）　西洋音楽史と戦後の我が国における器楽教育

　（2）　器楽教育の今日的課題

　（3）　器楽教育と学校吹奏楽
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3.学校吹奏楽の今日的課題と展望

　（1）　学校吹奏楽の現状と課題

　①コンクールに見られる技術優先

　　に偏った指導

　②多忙な出演回数

　③吹奏楽を愛好する生徒数の減少

　④指導者の力量に関わる問題

｢サウンドの時代」

私は「良いサウンド」を、❶豊かな音色、❷正確なピッ

チとハーモニー、❸心地好いバランス、❹幅広いダイ

ナミクス、❺深い音楽表現が一体となった創造物であ

ると考える。

　⑤人事異動に際して学校単位で定義する教育内容や

　　教育力が大きく変化する

�
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　⑥実際に活動可能な範囲を見失った吹奏楽クラブ（コンサートバンドとマーチング、或い

　　はビッグバンド等との並行した活動）

　⑦音楽表現活動のために効率的な教材の整備が必要である

　（2）　学校吹奏楽の将来的展望

1）指導者が音楽教育（器楽教育）である学校吹奏楽を正しく認識し、深い音楽の喜び

を感得させられるよう、目標設定と教授法を明確化した指導を心掛ける。

2）学校や地域の現状に即した活動内容を精選し、適切な計画を整備する。

3）上記2）を整備した上で必要な演奏技術とともに、指導者が音楽表現活動を深化さ

せ、生徒にその喜びを確実に感得させられるだけの高い見識を備える。

4）余剰が生じた楽器については、学校間や地域で有効に活用できる環境を整える。

5）今後は各地の優秀な専門家による教材が開発される必要がある。（私は本論の考察

から最も必要とする内容として㈭深い音楽表現にピン・ポイントに絞り、学校吹奏

楽の教育現場で取り組みやすい教材を研究・作成中である。）
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